
研究授業 4 年 外国語活動 

「ゆめの給食メニューを作ろう！」（６時間扱い） 

Let‘s Try！２ Unit7                                                      授業者 安彦 有里恵 

1.教材の特徴 

系統性 本単元で学習する表現“What do you want?”は，３年

生の Let’s Try1 unit5 で学習する表現と類似していま

す。本単元においても，身近で簡単な事項について，自

分の考えや気持ちが伝わるよう工夫して質問をしたり，

質問に答えたりすることが大切となります。３年生では，

相手の好きなスポーツや色等の尋ね方や答え方につい

て学びます。４年生では買い物の場面で，店員やお客さ

んとして，欲しい野菜や果物を注文したり，渡したりする

学習を行います。店での買い物の場面と，店員とお客さ

んという役割が明確になってきます。 

そのため，この単元の学習では，簡単な語句・表現を

使って場面や相手 を意識した会話をするという視点を明

確にしていくことが大切です。 

 

見方・考え方 

 

学習指導要領解説 

外国語活動編 p11 

外国語活動の学習における見方・考え方は「外国語で表現し伝え合うため，外国語や

その背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して捉え，コミュニケーション

を行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築する

こと。」となっています。「相手意識をもつ会話」は，相手に配慮しながら会話をするという

ことなので「他者との関わりに着目して捉える」という点につながります。 

本単元の目的 ですから，本単元では，「欲しいものを尋ねる場面で，欲しいメニューを注文するための

簡単な語句，基本的な表現を使って質問したり，質問に答えたりしようとすること」を目的

とします。 

 

 

 

メタ認知的振り

返りと学習の 

関わり 

 

 

 

 

 

板垣 信哉(2015) 

 

 

４年生の学習では，語句・表現の知識・技能を得る

だけでなく，相手に配慮した会話と場面や役割にあっ

た会話という視点をとりいれるべきです。なぜなら，学

習をしていく中で，メタな視点で自分の学習を振り返

り，次に生かしていく学習活動が大切だからです。     

本単元では，授業の中で ICT を活用し，自分たちの会

話をモニタリングし合う活動を取り入れます。自分たち

の会話が相手にとってわかりやすいか，正しく言うこと

ができているか等，具体的な指標に基づいた自己評

価につなげます。 

授業の振り返りを行うことは，メタ認知的知識とメタ 

認知的活動の表出の場となり，次回の学習につなげ 

ていく手段として有効であることがわかってきました。（板垣 2015） 

中心となる概念 相手意識をもつことができるよう，友達に喜んでもらえるような給食メニューを選ぶため
に友達の好きな給食は何か，好きな温食やおかず，主食，デザートは何か等の友達の好
みを知りたいと考えます。さらに，グループで考えた給食ニューについてのコマーシャルを
紹介する場面を設けます。その発表を聞いて，子どもたちは注文したい給食メニユーを考
えます。これにより，主体的に友達に喜んでもらえるような給食メニューを作ったり，選ん
だりしながら会話し学ぶことを目指します。 

簡単な語

句・表現 

図１ ４年生で身に 

付けたい視点 

図２  振り返りとメタ認知の 

つながり 



2.本単元の目標と学習内容を身に付けた姿，具体的支援（課題，追究，パフ，メタ） 

目標 欲しいものを尋ねる場面で，欲しいメニューを注文するための簡単な語句，基本的な

表現を使って質問したり，質問に答えたりしようとする。 

本単元で鍛える見方・ 

考え方 

周りの友だちとの関わりに着目して捉え，給食メニューを注文する場面で，店員さん

とお客さんという役割にあわせて，外国語をつかい主体的にメニューを注文したり，渡

したりすること。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

追究による 

全員参加 

 

 

グループごとに，学級のみんなが喜ぶような給食メニューを考えます。グループごとにアンケー

トをとったり，自分たちのおすすめの給食メニューを考えたりしていきます。他グループとのメニュ

ーの交流を行い，それぞれのメニューのよさを知り，自分たちのメニューを振り返る時間を設けま

す。そして，自分たちのグループで追究したメニューを紹介するコマーシャル作りを行います。ｉPａ

ｄでコマーシャルを録画し，何度も見合うことで，相手に伝わりやすいコマーシャルになっているか

どうかを追究することができます。 

  

パフによる 

役割分担と 

場面設定 

 

 

店員さんとお客さんという役割分担を行い，お客さんとして自分の食べたい給食メニューを注

文したり，店員さんとして注文されたメニューを渡したりします。どちらの役割も行うことで，それぞ

れの立場の会話をすることができるような場面設定を行います。このように，子供一人一人が主

体となるよう教師が働きかけることで，子供は学習の主体であり続けると考えます。 

 

メタ認知を 

促す 

学習の 

振り返り 

学習した語句・表現を用いて会話を行い，自分の英語が相手に伝わっているかを振り返った

り，友だちの会話の仕方のよいところを見つけたりする活動を行います。自分が学習した語句・

表現を使えるのか自己評価することができます。また，友だちとの会話の中から，相手に伝わる

ような会話の仕方を行っている友だちを見つけ，子供たちとその良さを共有していくことで，次の

学習を意識し会話をすることができるようになってきます。 

単元の学習を通して，Ipａｄをつかい自分たちの会話を見たり，役割分担して会話を行ったりす

ることで自分たちの学習を振り返ることができます。 

このように，子供が主体となって，自分の学習を振り返り，友だちとの会話から学ぶことで，自

分の学習を第三者視点で捉えることができるようになります。 

 

 
 
 
本単元の 

学習内容

を身に付

けた姿 

知識・技能【知技】 思考・表現・判断【思表判】 主体的に学習に取り組む態度【主】 

欲しいものを尋ねる場面で，

欲しい食材などを尋ねたり要求

するための簡単な語句，基本

的な表現を使って質問したり，

質問に答えたりする。 

 

店員さんとお客さ

んという役割にあわ

せた会話を相手に配

慮しながら行う。 

店員さんとお客さんという役割に

あわせた会話を相手に配慮しな

がら主体的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を養う 

追究  グループによる相手を意識した
給食メニュー作りとみんなに伝わる
ようなコマーシャル作り。 

課題  教師によるＩＣＴを活用した
これまでの学びの文脈の提
示。 

パフ  お客さんとしてほしい給食メ
ニューを注文したり，店員さん
として注文されたメニューを渡
したりする。 

メタ  Ｉｐａｄをつかい自分たちの会話を振り返っ
たり，役割分担して会話を行ったりすること
で，自分や友だちの会話を振り返り，次の学
習につながる課題を作り出したりする。 

「子供が学びをつくる」ための具体的支援 



４，単元計画
 子供の学習活動（○）  時 教師の支援（課題，追究，パフ，メタ） 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 給食を食べようとしている人の絵を
見て，どんなことを言っているのか考え,

学習計画をたてる。 

○ 友達と会話している絵を見て，どんな
会話をしているか想像する。 

 

メタ 主体的に学習を進めていくこと
ができるよう，提示する場面から考
えられる会話を想像するよう促す。 

○ 単元テーマを設定し,共有する。 

 

 

 

 
課題 単元の学習の見通しをもつこと

ができるよう，課題を提示する。 
 

○ お店屋さんで，何が欲しいか言う表現
と何がほしいという表現を考える。 

 

 

 

○・What do you want? 

・I want ～.  の言い方を学習する。 

○ ペアで会話の練習をする。 

○ 本時の学習の内容をふりかえり，交流
する。 

課題 何を注文したいかを質問したり,
欲しい物を答えたりすることがで
るよう，英語を使った言い方を教え
る。 

 

○ メニューをいくつか注文したい場面
を考え,質問や答えを考える。 

 

 

 

 

○・How many ~? 

・Two,please.の言い方を学習する。 

○ ペアで会話の練習をする。 

○ 本時の学習の内容をふりかえり，交流
を行い，次の学習につながる課題を作り
出す。 

 
課題 いくつ必要かを質問したり,答え

たりすることができるよう，英語を
使った言い方を教える。 

 

 

 

 

 

 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 

追究 グループごとにすきな給食メニューを
考えてみよう。 

 

 

 

 

☆ 友だちの好みを知ることができるよう，
好きな給食メニューをインタビューする
場面を設定する。 

 

○ 他グループとのメニューの交流場面を設
け，自分たちのメニューを振り返る。 

 

追究 グループごとに考えた温食，おかず，主
食，飲み物の紹介を考えよう。 

 

 

   

 

○ ipadをつかって，自分たちの考えた給食 
メニューのコマーシャル動画を作る。 

 
☆ 必要感をもって注文することができる
よう，グループごとに給食メニューの紹介
する場面を設定する。 

 

 

パフ グループごとに考えた給食メニューの
紹介を聞いて，注文してみよう。 

 

 
 
 
 
メタ グループごとに考えた給食メニュー

の紹介を聞いて，どのグループの給食を
注文したいか考える場を設ける。 

 

○本時の学習の内容をふりかえり，交流する 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

メニューを，いくつか注文する時の言い方を知

ろう。 

 

みんなの考えたゆめのメニューの注文をしよ

う。 

 

お店屋さんで注文する言い方を知ろう。 

 

グループごとにみんなが喜んでくれそうな

給食メニューを考えよう。 

 

グループごとに考えた給食メニューの紹介を聞

いて，注文してみよう。 

 

グループごとに給食メニューを考え，紹介を考

えよう。 

 



５，本時案（６／６） 

本時の目標 
・店員さんとお客さんという役割にあわせた会話を主体的に行い，自分の好きなメニューを選んで注
文したり友だちの注文にあったメニューを渡したりする。 

 学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆，課題，追究，パフ，メタ）と評価（◇） 

○warm up を行う。 

○動画で友達の会話を見て，前回まで学習した質

問や答え方を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタ   これまでの学習を動画視聴を通して行い，自分たち

の会話や友達の会話のよかった所を明確にし，こ

れからの学習に活かすことができるようにする。 

課題  子供たちの振り返りの言葉から，課題を設定し，よ

り自主的に課題に取り組めるようにする。 

 

○本時の課題について見通しをもつ。 

 

 

○グループで考えた給食メニューのコマーシャル

を動画で見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お店屋さんとお客さんになって会話する。 

 

 

 

 

 

 

○ふりかえりカードに記入し，交流する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究 必要感をもって注文することができるよう，グ

ループごとに給食メニューの紹介する場面を設

定する。 

メタ  給食メニューのコマーシャルを聞いて，グループご

とに考えたメニューの良さや，わかりやすい紹介

の仕方を行っているか考える場を設ける。 

 

メタ  グループごとに考えた給食メニューの紹介を聞い

て，どのグループの給食を注文したいか考える場

を設ける。 

 

追究  店員さんとお客さんとして，注文と商品を渡すやり

とりが主体的に行うことができるよう，給食メニュ

ーを注文する場を設定する。 

パフ  店員さんとしてメニューの注文を聞いたり，お客さ

んとして自分の食べたいメニューを注文したりする

とともに，店員さんとして注文をうけたメニューを

渡そうとしている。 

メタ  店員さんやお客さんとしてやりとりをする中で，自

分の会話や友だちの会話を振り返ったり，友だち

の会話のよいところを考えたりしながら会話を行

う。 

 

◇ 店員さんとお客さんの役割にあわせた会話を行い，

自分の好きなメニューを注文したり，友だちの注文

にあったメニューを渡したりする。 

いくつか数を聞くときは，

How many～?と聞くと伝

わるね。 
渡すときは Here you are．

と言うといいんだね。 

○○くんは牛乳を２つと答え

ることが出来ていていいね。 

何がほしいか聞くときは

What do you want?と聞くと

いいね。 

みんなの考えた ゆめの給食メニューを注文しよう！ 

 

 

 

学習した表現を，外国に

行ったときに使ったり，

外国の人に言ってみたり

したいな。 

友だちの注文を聞いてメ

ニューを作って渡すこと

が出来た。 

たくさんの友だちがぼく

たちの班の給食メニュー

を注文してくれてうれし

かった。 

○○さんはラーメンがす

きだということがわかっ

た。 

グループで考えた給食メニューのコマーシャル 

Welcome to my shop! 

This is ○○ ． 

This is a fried bread. 

This is a fried chicken. 

This is a corn soup. 

This is a yogurt. 

 

It’s delicious! 

 S1: Hello! What do you 

want? 

S2:I want a ○○ . 

 

S1: How many ramens? 

S2:  Two, please.  

 

S1:  Here you are. 

S2:  Thank you. See 

you. 

 

S1: How many soups? 

S2: Two, please.  

 



 


